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都鳥(ユリカモメ) :  (鳥)、カモメ、ユリ
カモメ
夜明けのかもめ:　カモメ
夜明けのプレス:　カモメ
麓水[ヨ-ス]まで:　カモメ
よこはま・たそがれ:　カモメ
ヨコハマ港物語:　カモメ
夜の船:　カモメ
喜びも悲しみも幾歳月:海鳥
ラバウル子唄:　カモメ
流氷岬:　カモメ
流転舟:　イソシギ
若いマドロスさん:　カモメ
若さま侍:　ミヤコドリ
別離(わかれ) :　カモメ
別れの磯千鳥:磯千鳥
別れの第三岸壁:海鳥
別れの夜霧:  (鳥)、カモメ
別れの夜船:　カモメ
別れ雪:　ウミネコ
わたしが生まれて育ったところ:　カモメ
ワンダー・ブギ:　カモメ
(タクサー曲)
イソシギ　5;　磯千鳥　3 ;　イソヒヨドリ
1
ウミガラス　1 ;　ウミツバメ　4;海鳥
(-海の鳥) 22　　ウミネコ　20
カモメ323;　ゴメ(-カモメ類) 5
トビ(-トンビ) 9
浜千鳥10
ミヤコドリ2
ユリカモメ3
以上の399曲に海岸性鳥類の12タクサが登用
されていたが(地方名のゴメを除く)、ほとん
どの曲がカモメの登用であった。特定種として
登用されたウミネコやユリカモメの登用は比較
的少数の曲だけしか見られなかった。イソシギ、
トビ、磯千鳥、浜千鳥、ミヤコドリはごく少数
だけの曲にとどまった。 1曲中に登場する海岸
性の鳥類は2タクサまでで多数の種類が同時に
歌われている曲はなかった。
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